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小
児
が
ん
に
対
す
る
重
粒
子
線
治
療
へ
の
公
的
医
療
保
険
適
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

日
本
人
の
死
亡
原
因
の
一
位
は
、
昭
和
五
十
六
年
よ
り
、
が
ん
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
人
の
二
人
に
一
人
が
が
ん
に
な
り
、

三
人
に
一
人
が
が
ん
で
亡
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
年
間
二
千
人
か
ら
二
千
五
百
人
の
子
ど
も
が
小
児
が
ん
と

診
断
さ
れ
て
い
る
。

近
年
、
注
目
を
集
め
て
い
る
粒
子
線
治
療
は
、
放
射
線
に
よ
る
が
ん
治
療
の
先
端
を
い
く
治
療
法
で
あ
り
、
特
に
粒
子
線
治

療
の
う
ち
重
粒
子
線
治
療
は
、
日
本
が
世
界
に
先
駆
け
て
実
運
用
に
成
功
し
た
治
療
法
と
し
て
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
治
療
技

術
の
一
つ
で
あ
る
。

昨
年
四
月
よ
り
、
が
ん
粒
子
線
治
療
の
う
ち
小
児
が
ん
の
陽
子
線
治
療
と
、
手
術
が
難
し
く
骨
や
筋
肉
な
ど
に
で
き
る
骨
軟

部
腫
瘍
の
重
粒
子
線
治
療
に
公
的
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
小
児
が
ん
に
対
す
る
重
粒
子
線
治
療
に
つ
い

て
は
、
公
的
医
療
保
険
の
適
用
が
見
送
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

小
児
が
ん
治
療
の
発
展
に
と
っ
て
、
重
粒
子
線
治
療
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解

を
伺
う
。

一



二

小
児
が
ん
に
対
す
る
重
粒
子
線
治
療
に
公
的
医
療
保
険
の
適
用
が
な
さ
れ
な
い
と
、
小
児
が
ん
患
者
の
家
族
は
高
額
の
医

療
費
負
担
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
重
粒
子
線
治
療
の
普
及
を
図
り
、
小
児
が
ん
患
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
、
小
児
が
ん
に
対
す
る
重
粒
子
線
治
療
へ
の
公
的
医
療
保
険
を
適
用
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を

伺
う
。

右
質
問
す
る
。

二


